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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

2020年度研究奨励金「細胞内セレン結合性
タンパク質の機能解析」

安孫子ユミ・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「親電子
ストレスの可逆性担保における活性イオウ
分子の意義」

吉田さくら・助教 日本学術振興会 代表

科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化(A))「シンクロトロン
放射光を利用したX線分光分析による必須微
量元素セレンの代謝解明」

吉田さくら・助教
公益財団法人 上原記念生命科
学財団

代表

鳥羽 陽・教授 クラシエ製薬株式会社
生薬及び漢方処方エキスのマイコトキシン分析法の開
発

鳥羽 陽・教授 公益財団法人 鉄鋼環境基金 代表
鉄鋼環境基金 2022年度環境助成研究「東南
アジアの代表的なバイオマス燃焼を介した
室内大気汚染における酸化ストレス評価」

鳥羽 陽・教授 公益財団法人 平和中島財団 代表
2022(令和4)年度アジア地域重点学術研究助
成「生体高分子を用いる大気粒子の新たな
毒性評価法の開発」

研　究　題　目

鳥羽 陽・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「miRNAを
用いた大気粉塵のエピジェネティクス誘発
活性の季節変動及び地域特性」

鳥羽 陽・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「大気粒
子による酸化・親電子性ストレスの同時計
測法を用いた毒性評価と寄与物質の同定」

鳥羽 陽・教授 厚生労働省 分担
厚生労働行政推進調査事業費補助金「加熱
式たばこなど新たなたばこ製品の成分分析
と受動喫煙による健康影響の研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

鳥羽 陽・教授 長崎県公害審査委員 長崎県

鳥羽 陽・教授 衛生試験法編集委員 日本薬学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

鳥羽 陽・教授 評議員 日本環境化学会
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

鳥羽 陽：環境大気及び燃焼発生源に由来する粒子状物質中の多環芳香族炭化水素キノン類の分析と粒子酸

化能への寄与. BPB Reports（フォーラム2022衛生薬学・環境トキシコロジー講演要旨集） 5(Supplement):
113, 2022.

安孫子ユミ：生活・環境化学物質の付加体形成を介した生体応答とそれを制御する超硫黄分子. BPB Reports
（フォーラム2022衛生薬学・環境トキシコロジー講演要旨集） 5(Supplement): 97, 2022.

広瀬玲子，安孫子ユミ，新開泰弘，熊谷 嘉人：大気中親電子物質1,4- ナフトキノンを特異的に認識する抗

体を用いたケミカルバイオロジー. BPB Reports（フォーラム2022衛生薬学・環境トキシコロジー講演要旨

集） 5(Supplement): 266, 2022.

黒岩多恵,吉田さくら,堀 恵里子,安孫子 ユミ,淵上剛志,鳥羽 陽,原武 衛,中山守雄：心臓のセレン代謝過程にお

けるミオグロビンの機能解明. BPB Reports（フォーラム2022衛生薬学・環境トキシコロジー講演要旨集）

5(Supplement): 191, 2022.
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特 許

その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

安孫子ユミ・准教授 環境・衛生部会賞・金原賞
日本薬学会環境・衛生
部会

生活・環境化学物質の付加体
形成を介した生体応答とそれ
を防御する超硫黄分子

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

吉田さくら・助教
下村脩博士記念薬学部研究奨励
賞

長崎大学薬学部
必須微量元素セレンの動態解
析

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

安孫子ユミ・准教授 非常勤講師（医療科学概論） 筑波大学医療科学類

吉田さくら・助教
クロモン誘導体およびアミロイ
ド関連疾患診断用組成物

2019年3月1日 出願中 特願2018-037948

鳥羽 陽・教授
環境汚染物質の人体曝露評価方
法

2006年3月23日 2012年2月1日 特許4866983

吉田さくら・助教 Survivin標的ペプチド 2017年10月24日 出願中 特願2017-205389

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号
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